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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

称
名
寺
貝
塚　

称
名
寺
式
土
器　

胎
土
分
析　

赤
色
顔
料
分
析　

縄
文
土
器

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
縄
文
土
器

の
一
部
に
つ
い
て
、
胎
土
分
析
お
よ
び
赤
色
顔
料
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

　

胎
土
分
析
を
実
施
し
た
十
三
点
の
土
器
片
す
べ
て
に
つ
い
て
、
南
関
東
周
辺

の
表
層
地
質
の
一
般
的
な
特
性
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
先
に
実
施
し

た
同
貝
塚
出
土
土
器
（
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
所
蔵
分
）
の
胎
土
分
析
の

結
果
（
建
石
・
河
西
・
新
免
・
降
幡
二
〇
一
六
）
と
も
よ
く
調
和
す
る
。

　

赤
色
顔
料
分
析
で
は
、
二
点
か
ら
鉄
系
赤
色
顔
料
が
検
出
さ
れ
た
。
本
資
料

群
が
帰
属
す
る
縄
文
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
は
、
日
本
列
島
に
お
け
る
水

銀
朱
利
用
の
開
始
期
に
あ
た
る
が
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
水
銀
朱
で
な
く
、

鉄
系
赤
色
顔
料
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
（
第
1
図
）
採
集
の
縄
文
土

器
や
石
器
等
の
考
古
資
料
を
収
蔵
し
て
い
る（

（
（

（
千
葉
二
〇
一
五
）。
こ
の
度
、
縄
文
土

器
の
一
部
を
対
象
と
し
て
胎
土
分
析
お
よ
び
赤
色
顔
料
分
析
を
実
施
し
た
の
で
報
告

す
る
。

　

本
研
究
で
対
象
と
し
た
資
料
の
所
属
時
期
で
あ
る
縄
文
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
初

頭
の
関
東
地
方
に
お
い
て
は
、
在
地
の
土
器
型
式
が
存
在
す
る
地
域
に
非
在
地
の
土

器
型
式
が
流
入
し
、
在
地
の
土
器
型
式
と
の
影
響
関
係
の
中
で
変
化
し
て
い
く
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
き
た
（
石
井
一
九
九
二
、
鈴
木
二
〇
一
一
な
ど
）。
こ
れ

ら
の
動
向
を
踏
ま
え
、
筆
者
ら
の
う
ち
千
葉
は
、
関
東
地
方
に
お
け
る
当
該
期
土
器

群
を
再
整
理
し
、
特
に
在
地
の
土
器
型
式
と
し
て
の
加
曽
利
E
式
系
土
器
の
変
遷
を

確
認
し
た
（
千
葉
二
〇
一
三
）。

　

ま
た
建
石
と
降
幡
ら
は
、
当
該
期
土
器
群
の
胎
土
分
析
や
赤
色
顔
料
の
材
料
分
析

等
の
事
例
を
蓄
積
し
て
き
た
（
建
石
・
降
幡
二
〇
一
四
、建
石
・
新
免
・
降
幡
二
〇
一
六
、

建
石
・
河
西
・
新
免
・
降
幡
二
〇
一
六
な
ど
）。

　

本
研
究
で
は
、
当
該
期
に
お
け
る
人
の
動
き

や
物
資
の
交
換
、
地
域
間
関
係
等
の
実
態
を
よ

り
具
体
的
に
解
明
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
を
蓄

積
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。

一　

資
料
（
試
料
）

　

分
析
に
供
し
た
資
料
は
、
当
館
の
所
蔵
す
る

称
名
寺
貝
塚
採
集
縄
文
土
器
十
三
点
（
第
2
・

3
図
）
で
、
一
九
四
九
年
、
一
九
五
〇
年
に
林

建　

石　
　
　

徹
（
文
化
庁
）

降　

幡　

順　

子

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚

　
　
　
　

採
集
土
器
の
胎
土
分
析
お
よ
び
赤
色
顔
料
分
析

第 1図　称名寺貝塚の位置
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第 2図　分析資料および測定位置（1）



− 115 −

國
治
氏
に
よ
り
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
1
〜
10
は
縄
文
時
代
後
期
初
頭
の
称
名

寺
式
土
器
で
あ
る
。
1
〜
6
は
口
縁
部
に
窓
枠
状
区
画
の
変
化
し
た
文
様
が
描
か
れ

る
。
7
〜
10
は
J
字
状
の
文
様
が
口
縁
部
あ
る
い
は
胴
部
に
描
か
れ
る
。
7
を
除
く

九
点
は
称
名
寺
式
古
段
階
に
比
定
さ
れ
る
。
7
に
つ
い
て
は
、
文
様
構
成
か
ら
中
段

階
に
下
る
可
能
性
が
高
い
。
11
、12
は
加
曽
利
E
Ⅳ
式
ま
た
は「
加
曽
利
E
Ⅴ
式
」（
石

井
一
九
九
二
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
判
断
は
難
し
い
。
13
は
隆
帯
脇
の
処
理
か
ら
加

曽
利
E
Ⅳ
式
と
考
え
ら
れ
る
。

　

全
点
を
胎
土
分
析
に
供
し
（
二
）、
器
面
に
赤
色
顔
料
が
塗
布
さ
れ
た
可
能
性
を
考

え
た
1
、
2
、
7
を
赤
色
顔
料
分
析
に
供
し
た
（
三
）。

二　

胎
土
分
析

（
1
）
分
析
方
法

ａ
．
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
る
化
学
組
成
の
検
討

第 3図　分析資料および測定位置（2）

第 1表　分析資料一覧
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胎
土
分
析
に
用
い
る
各
元
素
の
測
定
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
蛍
光
X
線
分
析

（
非
破
壊
法
）
を
用
い
た
。
測
定
条
件
を
以
下
に
示
す
。

　

分
析
装
置
：
エ
ダ
ッ
ク
ス
製
蛍
光
X
線
分
析
装
置
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ⅲ
、
線
源
タ
ー
ゲ

ッ
ト
：
ロ
ジ
ウ
ム
（
Rh
）、
管
球
（
電
圧
：
三
〇
kV　

電
流
：
一
〇
〇
µA
）、
X
線
照

射
径
：
五
〇
µm
φ
、
測
定
雰
囲
気
：
真
空
、
測
定
時
間
：
三
〇
〇
秒
、
一
資
料
の
測

定
回
数
：
三
回
か
ら
五
回
、
定
量
分
析
の
計
算
法
：
Ｆ
Ｐ
法
、
標
準
試
料
：
Ｊ
Ｇ
―

1
他
八
試
料
を
使
用
。

　

土
器
胎
土
の
主
成
分
元
素
と
考
え
ら
れ
る
ケ
イ
素
（
Si
）、
チ
タ
ン
（
Ti
）、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
（
Al
）、
鉄
（
Fe
）、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
Mg
）、
カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ca
）、
カ
リ

ウ
ム
（
K
）、
マ
ン
ガ
ン
（
Mn
）
の
八
元
素
の
測
定
を
お
こ
な
っ
た（

（
（

。
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
Na
）
は
土
器
胎
土
の
主
成
分
元
素
と
考
え
ら
れ
る
が
、
非
破
壊
分
析
法
で
は
定
量
性

が
悪
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本
分
析
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
。

　

分
析
に
際
し
て
は
機
器
に
備
え
ら
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
の
画
像
観
察
に
よ
り
、
X

線
照
射
範
囲
（
分
析
範
囲
）
に
大
粒
の
粒
子
が
な
る
べ
く
含
ま
れ
な
い
よ
う
配
慮
し

た
。
し
た
が
っ
て
本
法
で
は
、
土
器
胎
土
（
粘
土
と
混
和
材
の
混
合
物
と
仮
定
）
の

う
ち
粘
土
部
分
を
主
な
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
X
線
照
射
範
囲
の
決
定
に
際
し

て
は
、
あ
わ
せ
て
、
な
る
べ
く
平
滑
な
面
に
X
線
を
照
射
す
る
こ
と
に
も
心
が
け
た
。

ｂ
．
肉
眼
観
察
等
に
よ
る
大
粒
粒
子
の
観
察

　

称
名
寺
貝
塚
出
土
縄
文
土
器
（
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
所
蔵
分
）
に
つ
い
て

肉
眼
観
察
等
に
よ
り
主
に
胎
土
中
の
大
粒
粒
子
（
混
和
材
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い

と
仮
定
）
の
特
徴
を
記
載
し
た
河
西
学
（
二
〇
一
六
）
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
本

分
析
で
は
特
に
堆
積
岩
・
ス
コ
リ
ア
・
変
質
火
山
岩
、
花
崗
岩
及
び
そ
の
造
岩
鉱
物

（
石
英
・
雲
母
類
等
）
等
の
有
無
に
つ
い
て
注
目
し
、
肉
眼
及
び
ル
ー
ペ
に
よ
る
観
察

を
お
こ
な
っ
た
。

（
2
）
分
析
結
果

　

第
2
表
に
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た
分
析
資
料
の
胎
土
の
化
学
組
成
（
八

元
素
）
を
示
し
た
。
い
ず
れ
も
岩
石
学
の
慣
例
に
従
い
、酸
化
物
と
し
て
表
記
し
、八

元
素
の
酸
化
物
の
総
和
を
百
と
し
た
際
の
百
分
率
を
示
し
た
。
ま
た
同
じ
表
に
大
粒

粒
子
の
観
察
結
果
を
、
特
に
上
記
の
岩
石
、
鉱
物
等
に
注
目
し
て
示
し
た
。

ａ
．
蛍
光
X
線
分
析
の
結
果

　

Si
と
Fe
の
相
関
に
つ
い
て
は
、SiO

2

が
五
三
・
二
～
六
四
・
六
wt
％
、Fe

2 O
3

が
六
・
九

～
一
七
・
九
wt
％
で
、
概
ね
負
の
相
関
が
認
め
ら
れ
る
が
、
13
の
よ
う
に
、SiO

2

が
比

較
的
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、Fe

2 O
3

が
そ
れ
ほ
ど
低
く
な
い
（
一
〇
・
四
wt
％
）
も
の
も

認
め
ら
れ
る
。

　

A
l2 O

3

は
、
一
八
・
八
～
二
六
・
三
wt
％
。
Al
は
原
料
の
風
化
（
＝
粘
土
化
）
の
程
度

に
よ
り
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

TiO
2

は
、
一
・
一
～
二
・
六
wt
％
。

　

M
gO

は
、
〇
・
七
～
二
・
〇
wt
％
。
13
は
二
・
〇
wt
％
と
比
較
的
多
い
。

　

胎
土
の
地
球
化
学
的
特
性
を
検
討
す
る
た
め
に
は
本
来
は
Ca
と
K
の
相
関
に
つ
い

て
も
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
分
析
に
供
し
た
資
料
の
多
く
がC

aO

が
五

wt
％
を
超
え
る
高
濃
度
（
1
、
3
、
4
、
7
、
10
、
11
、
13
）
で
、
し
か
も
こ
れ
ら

にK
2 O

と
の
優
位
な
相
関
（C

aO

が
増
え
る
とK

2 O

が
減
り
、C

aO

が
減
る
とK

2 O

が

増
え
る
）
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
のCaO

の
含
有
量
は
、
胎
土
に
由
来
す
る

も
の
に
貝
塚
の
埋
蔵
環
境
に
よ
り
Ca
成
分
が
付
着
・
吸
着
し
た
影
響
が
加
わ
っ
た
も

の
と
判
断
し
た
。K

2 O

は
〇
・
五
～
一
・
九
wt
％
で
あ
る
。
3
、
4
、
9
、
12
は
他
よ
り

多
い
（
一
・
四
wt
％
以
上
）。

　

M
nO

は
、
検
出
限
界
以
下
～
〇
・
三
wt
％
。
8
、
12
は
特
に
少
な
く
（
検
出
限
界
以

下
）、
2
、
4
は
特
に
多
い
（
〇
・
二
wt
％
以
上
）。

　

本
法
に
お
け
る
胎
土
の
分
類
の
結
果
、
南
関
東
周
辺
の
表
層
に
お
け
る
地
球
化
学
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的
特
性
（
塩
基
性
寄
り
）
の
傾
向
と

異
な
り
、
他
の
資
料
と
は
識
別
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
資
料
は
次
の
通
り

で
あ
る
（
括
弧
内
の
「
多
」「
少
」
は

資
料
群
中
に
お
け
る
相
対
的
な
も

の
）。

　

7　

称
名
寺
式
（
Si
多
、
Fe
少
、

た
だ
し
K
少
）

　

8　

称
名
寺
式
（
Si
多
、
た
だ
し

Fe
多
、
K
少
）

　

9　

称
名
寺
式
（
Si
多
、
Fe
少
、

K
多
、
Mn
少
）

　

12　

加
曽
利
Ｅ
Ⅳ
式
あ
る
い
は
Ⅴ

式
（
Si
多
、
Fe
少
、
K
多
、

Mn
少
）

　

こ
れ
ら
の
資
料
で
認
め
ら
れ
た
Si

が
多
い
、
Fe
・
Mn
・
Mg
（
主
に
有
色

鉱
物
等
に
由
来
）
が
少
な
い
、
K
が

多
い
（
主
に
長
石
類
に
由
来
）
等
の

傾
向
は
、
い
ず
れ
も
他
の
資
料
群
と

比
べ
て
酸
性
寄
り
の
胎
土
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
、
富
士
火
山
等
、
塩
基

性
寄
り
の
地
球
化
学
的
特
性
を
持
つ

給
源
等
の
影
響
を
強
く
受
け
た
南
関

東
周
辺
の
表
層
の
一
般
的
な
特
性
と

第 2表　分析結果（wt%）

は
異
な
る
も
の
と
い
え
る（

（
（

。

　

7
、
8
は
、
上
記
の
通
り
大
枠
で
酸
性
寄
り
の
胎
土
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Fe

が
多
い
（
8
）、
K
が
少
な
い
（
7
、
8
）
等
の
傾
向
は
、
こ
れ
ら
の
特
性
と
異
な
る

も
の
で
、
一
般
的
に
は
塩
基
性
寄
り
の
特
性
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
何
ら

か
の
要
因
で
異
な
る
特
性
の
材
料
が
混
合
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

上
記
以
外
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
比
較
的
塩
基
性
の
特
性
を
示
す
も
の
で
、
南
関

東
周
辺
の
表
層
地
質
の
地
球
化
学
的
特
性
と
調
和
す
る
も
の
と
い
え
る
。

ｂ
．
大
粒
粒
子
の
観
察
結
果

　

い
ず
れ
も
堆
積
岩
、
ス
コ
リ
ア
、
変
質
火
山
岩
等
を
含
み
、
南
関
東
周
辺
の
表
層

地
質
の
一
般
的
な
特
性
と
調
和
す
る
傾
向
を
示
し
た
。
9
は
花
崗
岩
の
造
岩
鉱
物
で

あ
る
石
英
、
雲
母
類
等
を
他
よ
り
含
む
が
、
堆
積
岩
、
ス
コ
リ
ア
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
南
関
東
周
辺
の
表
層
地
質
の
範
疇
で
考
え
た
。

（
3
）
胎
土
の
総
合
的
な
検
討

　

蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
と
大
粒
粒
子
の
観
察
結
果
を
総
合
し
て
検
討
す
る
。

　

今
回
分
析
に
供
し
た
十
三
点
の
資
料
の
う
ち
、
蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
（
主
に
胎

土
の
粘
土
部
分
の
検
討
）
と
大
粒
粒
子
の
観
察
結
果
（
主
に
胎
土
の
混
和
材
部
分
の

検
討
）
の
い
ず
れ
も
が
南
関
東
周
辺
の
表
層
地
質
の
一
般
的
な
特
性
（
塩
基
性
寄
り
）

と
異
な
る
結
果
を
得
た
資
料
は
な
か
っ
た
。

　

蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
、
南
関
東
周
辺
の
表
層
地
質
の
一
般
的
な
特
性
と
異
な
る

傾
向
を
示
し
た
四
点
は
、
い
ず
れ
も
大
粒
粒
子
の
観
察
で
は
南
関
東
周
辺
の
表
層
地

質
の
一
般
的
な
特
性
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
7
、
8
は
、
蛍
光
X
線
分
析
の
結

果
、
一
部
の
元
素
の
含
有
量
に
酸
性
寄
り
の
特
性
と
は
矛
盾
す
る
特
性
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
異
な
る
特
性
の
材
料
が
混
合
さ
れ
た
可
能
性
が
予
想
さ
れ
た
が
、
大
粒
粒

子
の
観
察
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
は
俄
然
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。
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四　

考
察

　

胎
土
分
析
に
供
し
た
十
三
点
は
、
い
ず
れ
も
南
関
東
の
表
層
地
質
の
特
性
と
一
致

す
る
特
性
を
示
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
先
に
実
施
し
た
称
名
寺
貝
塚
出
土
土
器
（
横

浜
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
所
蔵
分
）
の
胎
土
分
析
の
結
果
と
も
よ
く
調
和
す
る
も
の
と

い
え
る
（
建
石
・
河
西
・
新
免
・
降
幡
二
〇
一
六
）。

　

9
は
破
片
資
料
で
あ
る
た
め
文
様
構
成
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
本
資
料
群
の
中
で

も
「
西
か
ら
来
た
」
可
能
性
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
た
資
料
で
あ
っ
た
。
本
資
料
は
、二

段
の
J
字
状
の
文
様
が
や
や
左
右
の
間
隔
を
狭
く
し
て
描
か
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
、
称
名
寺
式
第
三
段
階
に
比
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
一
方
、
文
様
描
出
に
は
称
名
寺
式
の
初
期
に
観
察

さ
れ
る
手
法
の
特
徴
―
太
く
深
い
沈
線
や
そ
れ
に
伴
う

内
面
の
突
出
、
節
の
細
か
い
縄
文
等
―
を
残
し
て
お
り
、

西
日
本
方
面
と
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
型
式
学
的
特
徴

を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
資
料
の
胎
土
分
析
の
結
果
が
大

枠
で
他
の
資
料
と
同
様
の
在
地
的
な
傾
向
を
示
し
た
こ

と
は
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
1
、
7
に
は
鉄
系
赤
色
顔
料
が
塗
布
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
後
期
初
頭
は
日
本
列

島
に
お
い
て
水
銀
朱
利
用
の
開
始
期
に
あ
た
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
関
東
に
お
け
る
当
該
期
の
水

銀
朱
使
用
例
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
西
日
本
に
型
式
学
的
な
故
地
を
も
つ
中
津
式
系

土
器
に
知
ら
れ
る
（
第
4
図
、
建
石
・
降
幡
二
〇
一
四

な
ど
）。
こ
れ
ら
は
土
器
あ
る
い
は
顔
料
が
西
日
本
か
ら

三　

赤
色
顔
料
の
材
料
調
査

（
1
）
分
析
方
法

　

縄
文
時
代
に
利
用
さ
れ
た
赤
色
顔
料
は
ベ
ン
ガ
ラ
（F

e
2 O

3

）
と
水
銀
朱
（
辰
砂

HgS

）の
二
者
が
知
ら
れ
る
。
資
料
が
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
器
面
（
外
面
）
の
赤
色
部
と
、
顔
料
の
付
着
が
認
め
ら
れ
な
い
内
面

等
の
胎
土
に
つ
い
て
定
性
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

　

分
析
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
蛍
光
X
線
分
析
（
非
破
壊
法
）
を
用
い
た
。
測
定

条
件
を
以
下
に
示
す
。

　

分
析
装
置
：
エ
ダ
ッ
ク
ス
製
蛍
光
X
線
分
析
装
置
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ⅲ
、
線
源
タ
ー
ゲ

ッ
ト
：
ロ
ジ
ウ
ム
（
Rh
）、
管
球
（
電
圧
：
三
〇
kV　

電
流
：
一
〇
〇
µA
）、
X
線
照

射
径
：
五
〇
µm
φ
、
測
定
雰
囲
気
：
真
空
、
測
定
時
間
：
三
〇
〇
秒
。

　

赤
色
部
の
分
析
に
際
し
て
は
、
機
器
に
備
え
ら
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
の
画
像
観
察

に
よ
り
、
X
線
照
射
範
囲
に
赤
色
部
が
多
く
含
ま
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
。

（
2
）
分
析
結
果

　

各
資
料
の
赤
色
部
と
胎
土
の
蛍
光
X
線
ス
ペ
ク
ト
ル
図
を
第
5
図
に
示
し
た
。

　

通
常
、
土
器
胎
土
は
一
定
量
の
Fe
を
含
む
が
、
1
、
7
は
赤
色
部
と
胎
土
の
Fe
お

よ
び
Si
の
含
有
量
（
カ
ウ
ン
ト
数
）
の
比
に
優
位
な
差
が
認
め
ら
れ
た
。
水
銀
朱
の

主
成
分
で
あ
る
Hg
、
S
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
の
資
料
の
赤
色
部
も
ベ
ン

ガ
ラ
等
の
鉄
系
赤
色
顔
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
2
は
赤
色
部
と
胎

土
の
Fe
含
有
量
比
に
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
水
銀
朱
の
主
成
分
で
あ
る

Hg
、
S
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
赤
色
部
は
胎
土
の
酸
化
状
態
の
違
い
等
、
鉄
系
赤

色
顔
料
に
関
わ
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

分
析
結
果
の
概
要
を
第
2
表
に
示
し
た
。

第 4図　水銀朱の塗布が確認された緑川東遺跡出土中津式系土器
（株式会社ダイサン編 2014 より）
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称名寺貝塚採集土器（番号は第2図による）

東京都緑川東遺跡 敷石遺構 SV1出土土器（株式会社ダイサン編 2014 より、一部改変）

番号：1

番号：2

番号：7

第 5図　称名寺貝塚採集縄文土器および緑川東遺跡出土土器の蛍光X線スペクトル図（赤色部と胎土の比較）
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搬
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
対
し
1
、
7
は
文
様
構
成
、
文
様
描
出
技
法

等
を
見
て
も
称
名
寺
式
の
初
期
の
特
徴
は
失
わ
れ
て
お
り
、
関
東
地
方
で
の
製
作
技

法
に
よ
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
ほ
ぼ
同
時
期
の
緑
川
東
遺
跡
出
土
中
津
式
系
土
器

に
は
水
銀
朱
が
利
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
称
名
寺
式
の
本
資
料
群
に
は
中
期
以
前

か
ら
関
東
地
方
で
利
用
さ
れ
て
い
る
鉄
系
赤
色
顔
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

当
該
期
の
土
器
製
作
者
と
材
料
調
達
の
相
関
、
人
の
動
き
や
物
資
の
交
換
、
地
域
間

関
係
等
を
考
え
る
上
で
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
今
後
は
周
辺
地
域
も
含
め
て
事
例

蓄
積
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

本
研
究
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
河
西
学
氏
、
石
井
寛
氏
、
高
橋
健
氏
、
玉
田
芳

英
氏
、
二
宮
修
治
氏
、
新
免
歳
晴
氏
お
よ
び
称
名
寺
式
土
器
研
究
会
の
皆
様
に
多
く

の
ご
教
示
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）
当
館
所
蔵
の
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
の
う
ち
、縄
文
土
器
に
つ
い
て
は
千
葉
（
二
〇
一
五
）
で

報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
土
器
の
型
式
学
的
検
討
等
の
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
筆
者
ら
の
近
年
の
研
究
（
た
と
え
ば
建
石
・
降
幡
二
〇
一
四
）
で
は
、
胎
土
中
の
主
成
分
八
元

素
に
、
産
地
分
析
の
際
に
有
効
な
指
標
元
素
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

（
Sr
）、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
（
Rb
）、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
（
Zr
）
の
微
量
成
分
三
元
素
を
加
え
た
十
一
元

素
の
組
成
を
検
討
し
て
き
た
。本
研
究
に
お
け
る
分
析
条
件
で
は
微
量
成
分
三
元
素
の
定
量
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
主
成
分
八
元
素
の
定
量
に
よ
る
検
討
を
お
こ
な
う
。

（
3
）
横
浜
市
周
辺
に
同
様
の
特
性
を
も
つ
粘
土
等
が
全
く
産
出
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
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